
平成29年度 昭和２３年造船科卒クラス会報告     平成29年10月30日 

幹事岩崎 信二 

（１）級友の近況報告: 

今回のクラス会では近況報告を兼ねて、16名の方々へ案内状を差し上げ、クラス会に 

は昨年の7名の方に加えて、三宅兄の御参加を得て下記8名の方が参加されました。 

注1):クラス会に出席された方:  (敬称略) 

五十嵐昭一、加木好之、古要淳也、杉山友章、丸茂長幸、三宅一郎、山上哲郎、 

岩崎信二 

注2):欠席者された方: (敬称略) 

所要又は体調不良、介護等のため、下記7名の方が欠席されました。 

欠席された方の近況については、返信葉書でお知らせいただきました。 

内容については、添付コピーをご参照ください。 

岩月二次、臼居稔、大島吉寿、大平宣夫、本村昭雄、代田益穂、丹波孝、 

注3)下記2名の方については、返信を頂けませんでした。(敬称略) 

小駒義就、土屋正 

注4)幸いにして、今回は会員の訃報の連絡はありませんでした。 

 

（２）弘陵造船航空会の近況報告 

1)平成29年度ホームカミングデイ: 

・開催日時:平成29年10月14日(土曜日) 

詳細:添付資料参照。(回覧) 

2)弘陵造船航空会交流会: 

・開催日時:平成30年5月26日(土曜日) 

・場所:国大理工学部第二食堂(予定) 

 

（３）会報への報告: 

会報56号及び57号(平成28年及び29年)に原稿提出するも、クラス会の 

掲載なし。 今回もクラス会報告を提出する。 

 

（４）出席者懇談会の概要: 

１）山上兄より、今回桜蔭会に出品された「三菱横浜ドックとみなとみらい」を描いた 

作品の説明あり。 

我々にとつて、工専在学中から戦後20年間、桜木町駅沿いに存在感を示していた二 

菱ドックを思い出し,感無量。 

また、山上兄は毎日の出来事と感想を22年以上にわたり記録された「私の五行詩」が

延べ8200号に達せられたと伺い、一同感歎。 



２）三宅兄より、江戸時代に遡る家系園と260頁に及ぶ「三宅一郎の自分史」完成の 

報告有り。 

クラス会終了後、古要兄より送付された上記「自分史Jの内容は以下の通り。 

・戦前の少年時代から、東京大空襲を含む戦時中の生活、更に昭和20年から23年 

までの横浜工専の状況が記載されており、貴重な資料と興味深く読了。 

・また、三宅兄は多年にわたる教育界への貢献を認められ、平成28年3月9日８８歳で高

齢者叙勲の「瑞宝双光章Jを受賞された由。 

クラス会終了後に読了のため、報告が選れましたが、あらためてクラス会全員から 

のお祝いを伝えたいと存じます。 

３）杉山兄は、現在も税理士として各社の決算時には大変多忙とのこと。 

４）会員各位からは、年齢(卒年前後)に応じた体調の調整や、老老介護の苦心談等に花が 

咲き、3時に終了。 

 

最後に、会員各位から、来年度もクラス会開催の要望あり、又、会場も横浜駅により 

近い「崎陽軒J 等を希望するとの事。 

昭和23年率の我々にとつて、率後70周年になる事も考慮し、幹事3名で今後検討する予

定。 

幹事より、今回のクラス会報告を欠席された方にも、添付資料とともに送付するととも

に、出席者一国が皆様の体調の回復とご多幸を心より祈願していることを伝える旨、報

告、賛同を得ました。 

 

添付資料: 

１）山上兄作品「造船所の眠る みなとみらい」 

２）出席者写真 

３）欠席された方の近況報告(関催通知通信の写し) 

 

追記:上記三宅兄の自分史について、ご希望の方には回覧致しますので、岩崎幹事までご 

連絡下さい。 

(以 上) 

 



 

 


